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公
害
防
止
事
業
団
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
九
号
）

　
要
旨

　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
環
境
行
政
の
主
要
課
題
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
公
害
防
止
事
業
団
を
環
境
事
業
団
に
改
組
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

業
務
の
追
加
等
を
行
い
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
新
た
な
業
務
の
展
開
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
公
害
防
止
事
業
団
の
目
的
の
改
正
及
び
名
称
の
変
更

　
　
現
行
法
で
は
、
公
害
防
止
事
業
団
は
公
害
の
防
止
に
必
要
な
業
務
の
実

　
施
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
今
回
新
た
に
、
自
然
環
境
の
保
護
及
び
整
備

　
に
必
要
な
業
務
並
び
に
開
発
途
上
に
あ
る
海
外
の
地
域
に
お
け
る
環
境
の

　
保
全
に
資
す
る
情
報
等
を
提
供
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
の
た

　
め
、
目
的
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
い
、
併
せ
て
こ
れ
ら
の
業
務
に
ふ

　
さ
わ
し
い
「
環
境
事
業
団
」
へ
と
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
。

二
、
公
害
防
止
事
業
団
の
業
務
の
改
正

　
　
以
下
の
業
務
を
事
業
団
の
新
規
業
務
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
。

　
1
　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
・
一
体
緑
地
整
備
事
業

　
　
　
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
等
を
建
設
し
、
又
は
こ
れ
と
併
せ
て
そ

　
　
の
周
辺
又
は
跡
地
に
都
市
公
園
と
な
る
べ
き
緑
地
を
整
備
し
、
こ
れ
ら

　
　
を
譲
渡
す
る
業
務

　
２
　
国
立
・
国
定
公
園
集
団
施
設
地
区
整
備
事
業

　
　
　
国
立
・
国
定
公
園
の
利
用
の
拠
点
と
な
る
集
団
施
設
地
区
に
お
い

　
　
て
、
自
然
公
園
の
保
護
と
健
全
な
利
用
に
資
す
る
公
園
施
設
を
一
体
的

　
　
に
整
備
し
、
譲
渡
す
る
業
務

　
３
　
地
下
水
汚
染
防
止
等
事
業
に
対
す
る
融
資
事
業

　
　
　
地
下
水
の
汚
染
防
止
等
の
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
融
資
す
る
業
務

　
４
　
開
発
途
上
地
域
の
環
境
保
全
に
資
す
る
情
報
等
提
供
事
業

　
　
　
事
業
団
の
業
務
に
関
す
る
情
報
及
び
技
術
的
知
識
で
あ
っ
て
開
発
途

　
　
上
地
域
の
環
境
保
全
に
資
す
る
も
の
を
整
理
し
、
提
供
す
る
業
務

三
、
そ
の
他

　
　
現
行
法
で
は
、
主
務
大
臣
は
環
境
庁
長
官
、
通
商
産
業
大
臣
及
び
建
設

　
大
臣
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
規
業
務
の
追
加
に
伴
い
、
そ
の
一
部
の
業
務

　
に
つ
い
て
厚
生
大
臣
を
主
務
大
臣
と
し
て
追
加
す
る
等
の
主
務
大
臣
の
規

　
定
の
整
備
そ
の
他
名
称
変
更
に
伴
う
所
要
の
改
正
等
を
行
う
こ
と
。

四
、
施
行
期
日

　
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

　
委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
環
境
特
別
委
員

会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
、
最
近
に
お
け
る
環
境
行
政
の
主
要
課
題
の
変

化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
公
害
防
止
事
業
団
の
業
務
と
し
て
、
新
た
に



産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
・
一
体
緑
地
整
備
事
業
、
国
立
・
国
定
公
園
集
団
施

設
地
区
整
備
事
業
、
開
発
途
上
地
域
へ
の
環
境
情
報
提
供
事
業
等
を
追
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
業
務
の
展
開
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
業
務
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
事
業
団
へ
と
名

称
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
事
業
団
の
基
本
的
性
格
と
そ
の
果
た
す
べ
き

役
割
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
等
建
設
に
際
し
て
の
周
辺
地
域
へ
の
配

慮
、
国
立
・
国
定
公
園
集
団
施
設
地
区
内
に
お
け
る
施
設
整
備
と
自
然
環
境

保
全
、
開
発
途
上
地
域
へ
の
環
境
技
術
協
力
の
あ
り
方
等
の
諸
問
題
に
つ
い

て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
会
議
録
に
よ
っ

て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
採
決
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
法
律
案
は
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の

削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
閣
法
第
六
五
号
）

　
要
旨

　
本
法
案
は
、
大
都
市
地
域
の
窒
素
酸
化
物
に
よ
る
大
気
汚
染
の
現
状
に
か

ん
が
み
、
そ
の
汚
染
の
防
止
に
関
し
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
た
総

合
的
な
対
策
の
枠
組
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
一
定
の
自
動
車
に
つ
い
て
、

窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
に
係
る
規
制
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
二
酸
化
窒
素

に
係
る
環
境
基
準
の
確
保
を
図
り
、
国
民
の
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
に
よ
る
大
気
汚
染
の
防
止
の
責
務

　
１
　
国
は
、
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
に
よ
る
大
気
汚
染
の
防
止
に
関
す

　
　
る
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
施
策
を
策
定
、
実
施
す
る
。
地
方
公
共
団
体

　
　
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
施
策
を
実
施
す
る
。

　
２
　
事
業
者
は
、
自
動
車
使
用
の
合
理
化
等
に
よ
る
窒
素
酸
化
物
の
排
出

　
　
の
抑
制
に
努
め
、
自
動
車
の
製
造
業
者
等
は
、
そ
の
製
造
す
る
自
動
車

　
　
に
よ
る
窒
素
酸
化
物
に
よ
る
汚
染
の
防
止
に
努
め
る
。

　
３
　
国
民
は
、
自
動
車
等
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出

　
　
の
抑
制
に
努
め
る
。

二
、
特
定
地
域
の
指
定

　
　
自
動
車
の
交
通
が
集
中
し
て
い
る
地
域
で
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
よ
る

　
従
来
の
措
置
の
み
に
よ
っ
て
は
二
酸
化
窒
素
に
係
る
環
境
基
準
の
確
保
が

　
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
、
特
定
地
域
と
し
て
指
定
す
る
。

三
、
総
量
削
減
基
本
方
針
及
び
総
量
削
減
計
画

　
　
国
は
、
特
定
地
域
に
つ
い
て
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減

　
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
、
特
定
地
域
の
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
れ

　
に
基
づ
き
、
総
量
削
減
計
画
を
策
定
す
る
。



四
、
一
定
の
自
動
車
に
対
す
る
特
別
の
措
置

　
１
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
特
定
地
域
内
を
使
用
の
本
拠
と
す
る
一
定
の
自

　
　
動
車
に
つ
い
て
、
特
定
自
動
車
排
出
基
準
を
定
め
る
。

　
２
　
使
用
過
程
車
に
つ
い
て
は
、
そ
の
自
動
車
の
車
齢
に
応
じ
て
政
令
で

　
　
猶
予
期
間
を
定
め
る
。

　
３
　
運
輸
大
臣
は
、
道
路
運
送
車
両
法
に
基
づ
く
命
令
で
、
基
準
に
適
合

　
　
し
な
い
自
動
車
に
対
し
て
自
動
車
検
査
証
を
交
付
し
な
い
等
の
措
置
を

　
　
定
め
る
。

五
、
自
動
車
使
用
の
合
理
化
等
の
指
導

　
１
　
製
造
業
、
運
輸
業
等
の
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
は
、
自
動
車
使
用
の

　
　
合
理
化
等
に
よ
っ
て
窒
素
酸
化
物
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
の
指
針

　
　
を
定
め
、
事
業
者
に
対
し
て
必
要
な
指
導
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
。

　
２
　
環
境
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
指
針
に
関
し
意
見
を
述

　
　
べ
、
指
導
助
言
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
施
行
期
日

　
　
公
布
後
六
月
以
内
に
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
四
の
措
置
は
公
布
後
一
年

　
六
月
以
内
に
施
行
す
る
こ
と
と
し
、
自
動
車
の
使
用
者
等
へ
の
周
知
を
図

　
っ
た
上
で
実
施
す
る
。

　
委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
環
境
特
別
委
員

会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
大
都
市
地
域
を
中
心
と
し
た
窒
素
酸
化
物
に
よ
る
大
気
汚

染
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
特
定
の
地
域
に
つ
い
て
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る

窒
素
酸
化
物
の
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ

り
、
二
酸
化
窒
素
に
係
る
環
境
基
準
の
確
保
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
は
、
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
に
よ
る
大
気
汚
染
の
防
止
に
関
す
る

国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
及
び
国
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
第
二
は
、
自
動
車
交
通
の
集
中
し
て
い
る
地
域
で
、
従
来
の
措
置
の
み
に

よ
っ
て
は
環
境
基
準
の
確
保
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
特
定
地
域
と
し

て
指
定
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
第
三
は
、
国
は
特
定
地
域
に
つ
い
て
自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
の

削
減
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
は
総

量
削
減
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
第
四
は
、
特
定
地
域
内
を
使
用
の
本
拠
と
す
る
一
定
の
自
動
車
に
つ
い
て

特
定
自
動
車
排
出
基
準
を
定
め
、
窒
素
酸
化
物
排
出
量
の
よ
り
少
な
い
車
種

の
使
用
の
義
務
付
け
を
行
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
過
程
車
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
猶
予
期
間
を
設
け
る
こ
と
と



し
て
お
り
ま
す
。

　
第
五
は
、
事
業
所
管
大
臣
は
、
自
動
車
使
用
の
合
理
化
等
に
よ
っ
て
窒
素

酸
化
物
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
の
指
針
を
定
め
、
事
業
者
に
対
し
必
要

な
指
導
、
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
う
と
と
も

に
、
本
法
律
案
に
よ
る
窒
素
酸
化
物
の
削
減
効
果
と
環
境
基
準
の
達
成
見
通

し
、
自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制
の
目
標
達
成
見
通
し
、
地
方
自
治
体
の
施
策
へ

の
配
慮
、
自
動
車
用
燃
料
の
価
格
差
問
題
、
低
公
害
車
の
普
及
方
策
等
の
諸

問
題
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て

ご
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
日
本
共
産
党
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決

の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
、
本
法
律
案
は
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
全
会
一
致
を
も
っ
て
付
さ
れ
ま
し

た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
案
（

閣
法
第
八
一
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
野
生
動
植
物
が
人
類
の
生
存
基
盤
で
あ
る
生
態
系
を
構
成

す
る
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
間
生
活
に
様
々
な
恵
み
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
り
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
動
植
物
の
種
の
保
存
は
、
緊
急

の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の

種
の
保
存
を
図
る
体
系
的
な
制
度
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
種
の
う
ち
、
本
邦
に
生
息
す
る
も

　
の
を
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
等
に
よ
り
国
際
的
に

　
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
種
を
国
際
希
少
野
生
動
植
物
種
と
し
て
い

　
ず
れ
も
政
令
で
指
定
す
る
。
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
、
国
際
希
少
野
生

　
動
植
物
種
等
を
希
少
野
生
動
植
物
種
と
い
う
。

　
　
種
の
保
存
に
関
す
る
基
本
構
想
、
種
の
選
定
、
個
体
の
取
扱
い
、
生
息

　
地
の
保
護
、
保
護
増
殖
事
業
に
関
す
る
基
本
事
項
、
及
び
そ
の
他
の
重
要

　
事
項
を
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
基
本
方
針
と
し
て
閣
議
決
定
す
る
。

二
、
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
捕
獲
、
譲
渡
、
輸
出
入
、
陳
列
等
は
、

　
学
術
研
究
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
等
を
除
き
、
原
則
と
し
て
禁
止
す

　
る
。
た
だ
し
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
う
ち
商
業
的
に
繁
殖
さ
せ
る

　
こ
と
が
で
き
る
種
に
つ
い
て
は
、
特
定
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
指
定

　
し
て
、
そ
の
個
体
の
譲
渡
等
の
事
業
を
届
出
制
と
す
る
と
と
も
に
、
国
際

　
希
少
野
生
動
植
物
種
に
つ
い
て
は
、
個
体
の
登
録
制
度
を
設
け
る
。

三
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
重
要
な
生
息
地
を
生
息
地
等
保
護



　
区
と
し
て
指
定
し
、
工
作
物
の
設
置
、
土
地
の
形
質
変
更
等
の
改
変
行
為

　
を
許
可
制
ま
た
は
届
出
制
と
し
、
こ
れ
を
保
護
す
る
。

四
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
つ
い
て
は
、
そ
の
個
体
を
増
や
す
た
め
の

　
事
業
と
し
て
、
保
護
増
殖
事
業
計
画
を
定
め
て
、
保
護
増
殖
事
業
を
推
進

　
す
る
。

五
、
野
生
動
植
物
の
種
の
個
体
の
生
息
状
況
等
の
定
期
的
調
査
、
希
少
野
生

　
動
植
物
種
保
存
取
締
官
、
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
、
罰
則
等
に

　
関
し
所
要
の
規
定
を
設
け
る
。

六
、
こ
の
法
律
は
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
基
本
方

　
針
の
策
定
及
び
種
の
指
定
に
必
要
な
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
な
お
、
こ
の
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動

　
植
物
の
譲
渡
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
特
殊
鳥
類
の
譲
渡
等
の

　
規
制
に
関
す
る
法
律
」
は
、
廃
止
す
る
。

　
委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
環
境
特
別
委
員

会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
を
図
る

体
系
的
な
制
度
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
は
、
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
捕
獲
、
譲
渡
、
輸
出
入
、
陳
列

等
は
、
原
則
と
し
て
禁
止
す
る
。

　
第
二
は
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
の
重
要
な
生
息
地
を
生
息
地

等
保
護
区
と
し
て
指
定
し
、
工
作
物
の
設
置
、
土
地
の
形
質
変
更
等
の
改
変

行
為
を
許
可
制
ま
た
は
届
出
制
と
し
、
こ
れ
を
保
護
す
る
。

　
第
三
は
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
つ
い
て
は
、
そ
の
個
体
を
増
や
す

た
め
の
事
業
と
し
て
、
保
護
増
殖
事
業
計
画
を
定
め
て
、
保
護
増
殖
事
業
を

推
進
す
る
な
ど
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
法
律
の
制
定
に
伴
い
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物

の
譲
渡
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
及
び
特
殊
鳥
類
の
譲
渡
等
の
規
制
に
関
す

る
法
律
は
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
趣
旨
に
沿
っ
た
国
内
規

制
の
強
化
、
生
態
系
の
保
全
と
本
法
律
の
あ
り
方
、
野
生
動
植
物
の
現
状
把

握
と
種
の
選
定
、
生
息
地
等
保
護
区
の
選
定
手
続
き
、
本
法
律
の
運
用
に
不

可
欠
の
国
民
参
加
の
要
請
と
環
境
庁
の
人
員
、
予
算
措
置
、
絶
滅
危
惧
種
の

存
在
と
開
発
行
為
の
規
制
方
策
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
り
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
全
会
一
致
を
も
っ
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し

た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




